
  

《
第
69
回
》
平
成
三
十
年
十
二
月
の
作
品 

 
 

〈
十
二
月
十
四
日
（
金
） 

於 

文
京
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
５
Ｄ
〉 

ラ
リ
ッ
ク
の
玻
璃
の
引
戸
よ
冬
舘 

 
 
 
 

（
隆
治
） 

左
官
屋
の
鏝
の
調
べ
や
十
二
月 

 
 
 
 
 

（
一
江
） 

朝
食
に
鮒
の
甘
露
煮
冬
ぬ
く
し 

 
 
 
 
 

（
平
六
） 

鯛
焼
き
や
祖
母
の
笑
顔
の
浮
か
び
く
る 

 
 

（
清
助
） 

五
昔 せ

き

ぶ
り
銀
杏
黄
葉
の
樹
下
歩
む 

 
 
 
 

（
正
雄
） 

立
山
の
脊
梁

せ
き
り
ょ
う

沿
ひ
を
冬
銀
河 

 
 
 
 
 
 

（
前
歩
） 

告
別 

月
冴
え
て
ピ
エ
ロ
舞
台
を
降
り
に
け
り 
 
 

 (

正
佳) 

寡
暮
ら
し
の
友
連
れ
出
し
て
年
忘 

 
 
 
 

（
孝
昭
） 

寒
柝
の
音
遠
の
き
て
白
き
月 

 
 

 
 
 
 

（
奉
男
） 

背
を
撫
で
る
ご
と
く
冬
日
の
温
か
し 

 
 
 

（
芙
沙
） 

侘
助
を
一
輪
挿
し
て
客
を
待
つ 

 
 
 
 
 

（
貴
美
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 


